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⼤気拡散計算での湿性沈着の発⽣を決める⼤気中⽔分量に関する閾値の感度解析を⾏い、2011 年 3/15-
16 のプルームの動態を詳細に考察するとともに、閾値の適当な値を決定した。  
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1.	諸⾔  1F 事故を対象とし、⼤気拡散モデルにより放射性物質⼤気中濃度及び沈着量を再現した。福島
県浜通り南部で Cs-137 の沈着量過⼤評価が、3/15 ⼣⽅頃中通り地⽅北部の弱⾬時の湿性沈着過⼩評価によ
り、プルームの⼤気中濃度が過⼤評価となり 3/16未明に形成された可能性が⾼いことが明らかとなった。本
報告では、モデル内で湿性沈着の発⽣を判断する閾値である⼤気中⽔分量（⾬⽔量、雲⽔量、雪量、氷量の
和）について感度解析を⾏い、その結果について報告する。	
2.	⽅法  1F事故を対象として、⼤気拡散計算による Cs-137の⼤気中濃度と沈着量と実測との⽐較を⾏っ
た。浜通り南部と中通り地⽅で領域を設定して、沈着量の平均値を求め、これと第 5 次航空機モニタリング
の同じ領域の平均値を求めた。また、⼤気環境局 SPM ろ紙分析結果と第⼀層⼤気中濃度計算値をそれぞれ⽐
較し、モデルで⽤いる⼤気中⽔分量閾値の最適値を求めた。⼊⼒気象場の⽔平格⼦間隔は 3km で、鉛直格⼦
は 15層である。放出源情報には実測の放出率時系列データは存在しないため、Katata et al(2015)の推定値
を⽤いた。⼤気拡散モデルは、格⼦間隔は 3km、鉛直格⼦は 47層でラグランジュ型である。計算期間は 2011
年	 3/11	 3:00-4/1	 8:00(JST)である。	⼤気中⽔分量を5.0 × 10&', 4.0 × 10&', 3.0 × 10&', 2.0 × 10&', 1.0 ×

10&', 5.0 × 10&,	kg	m&1	の 5つの値で実施した。	
3.	結果  	
⼤気中⽔分量閾値を低くすると、3/16	12:00(JST)で 1Fから北⻄
⽅向に伸びた沈着パターンが現れ、中通り地⽅北部の沈着が増加
した。これに伴い浜通り南部の沈着量計算値は減少した。これは
実測値に近い分布である。⼀⽅閾値が⼤きいと 1F から北⻄⽅向
での⼤きな沈着パターンは⾒られず、浜通り南部で沈着量は過⼤
評価となった。このことから、従来⽤いていた閾値よりも低い値
が適切であることが⽰された。この値の物理的な妥当性を確認す
ることが今後の課題である。 図	Cs-137沈着量⽔平分布図	2011	3/16	12:00	JST							
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